
平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
提
出

質

問
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二

号

安
全
保
障
理
事
会
の
対
南
ス
ー
ダ
ン
武
器
禁
輸
決
議
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

階

猛
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安
全
保
障
理
事
会
の
対
南
ス
ー
ダ
ン
武
器
禁
輸
決
議
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
一
六
年
十
二
月
十
九
日
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
第
七
八
四
六
回
会
合
に
お
い
て
、
当
時
の
潘
基
文
国
連
事
務
総
長

は
、
キ
ー
ル
大
統
領
が
近
い
将
来
に
反
政
府
勢
力
に
対
し
て
新
た
な
軍
事
攻
撃
を
考
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
と
報
告
し
て
い

る
。
ま
た
、
反
政
府
勢
力
の
側
も
戦
闘
の
大
規
模
化
を
図
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
事
務
総
長
が
安
全

保
障
理
事
会
に
武
器
禁
輸
措
置
を
求
め
る
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
や
反
政
府
勢
力

に
こ
の
よ
う
な
動
向
が
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
共
有
し
て
い
た
か
。

二

ま
た
同
事
務
総
長
は
、
当
時
南
ス
ー
ダ
ン
は
外
部
的
脅
威
に
晒
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
な
る
武
器
は
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
民

に
対
す
る
よ
り
大
き
な
脅
威
に
な
る
だ
け
だ
と
指
摘
し
て
い
た
。
武
器
禁
輸
措
置
が
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
妨
げ
に
な
る
か
は
格

別
、
少
な
く
と
も
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
が
さ
ら
な
る
武
器
を
獲
得
す
る
こ
と
は
同
国
国
民
に
対
す
る
さ
ら
な
る
脅
威
に
な
る
と

い
う
認
識
は
、
日
本
政
府
も
共
有
す
る
も
の
か
。

三

国
連
事
務
局
が
南
ス
ー
ダ
ン
情
勢
は
好
転
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
中
で
、
日
本
政
府
は
、
制
裁
よ
り
和
平
に
向
け

た
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
優
先
す
べ
き
だ
と
し
て
、
武
器
禁
輸
に
関
す
る
決
議
案
の
採
択
で
棄
権
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
国
連

大
使
等
が
、
同
決
議
案
が
否
決
さ
れ
れ
ば
南
ス
ー
ダ
ン
を
さ
ら
に
不
安
定
化
さ
せ
る
と
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
和
平
に

一



向
け
た
政
治
プ
ロ
セ
ス
が
十
分
実
効
的
で
あ
る
と
日
本
政
府
が
主
張
し
た
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

四

安
全
保
障
理
事
会
第
七
八
五
〇
回
会
合
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
、
武
器
禁
輸
措
置
に
関
す
る
決
議
案
に
棄
権
し
た
理
由

と
し
て
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
和
平
に
向
け
た
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
進
展
の
兆
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
現
時
点

に
お
い
て
、
そ
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
は
当
該
発
言
時
に
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
の
進
展
が
あ
っ
た
と
考
え
る
か
。

五

前
項
と
同
じ
発
言
の
中
で
、
日
本
政
府
は
、
暫
定
政
府
が
前
向
き
な
動
き
を
し
て
い
る
時
に
追
加
制
裁
を
す
る
こ
と
は
逆

効
果
だ
と
し
て
い
る
。
現
在
の
南
ス
ー
ダ
ン
の
情
勢
及
び
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
の
動
向
を
踏
ま
え
て
も
、
未
だ
武
器
禁
輸
措
置

を
取
る
べ
き
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
前
回
と
同
様
の
決
議
案
が
安
全
保
障
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
場

合
、
日
本
政
府
は
ど
の
よ
う
な
投
票
行
動
を
取
る
つ
も
り
か
。

右
質
問
す
る
。

二


